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来
不
安
が
高
ま
る
な
ど
、
少
子
高
齢
化
や

労
働
市
場
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
の
影
響

は
大
き
い
。

２
０
０
６
年
６
月
に
日
本
経
団
連
が
実

施
し
た
「
２
０
０
６
年
春
季
労
使
交
渉
・

労
使
協
議
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
に
よ
れ

ば
、
35
歳
以
下
の
正
社
員
の
雇
用
に
つ
い

て
聞
い
た
質
問
で
は
、「
不
足
」（
26
・
５
％
）、

「
や
や
不
足
」（
52
・
２
％
）
と
答
え
る
企

業
が
合
計
で
78
・
７
％
に
上
っ
て
お
り
、

人
材
不
足
も
顕
在
化
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
既
に
10
年
以
上

前
か
ら
識
者
の
間
で
は
一
般
化
し
て
お
り
、

１
９
９
４
年
に
は
菅
野
和
夫
（
当
時
　
東

京
大
学
教
授
）
・
諏
訪
康
雄
（
当
時
　
法

政
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
労
働
市
場
の
変

化
と
労
働
法
の
課
題
（
副
題
　
新
た
な
サ

ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
求
め
て
）」（
労
働

研
究
雑
誌
１
９
９
４
年
12
月
　
No.
４
１
８
）

と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
の
労

働
法
改
正
は
、
ほ
ぼ
こ
の
論
文
の
内
容
に

従
い
集
団
的
労
働
関
係
法
か
ら
個
別
的
労

働
関
係
法
へ
と
改
正
が
進
ん
で
き
た
。

ま
た
、
旧
日
本
経
営
者
連
盟
は
、
１
９

９
５
年
５
月
に
「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」

を
提
起
し
た
。
こ
の
中
で
労
働
者
を
「
長

期
蓄
積
能
力
活
用
型
」、「
高
度
専
門
能
力

活
用
型
」、「
雇
用
柔
軟
型
」
の
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
労
働
力
の
「
弾
力
化
」

「
流
動
化
」
を
進
め
、
総
人
件
費
を
節
約
し
、

コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

金
属
労
協
は
、
日
本
経
団
連
の
こ
の
レ

ポ
ー
ト
に
対
抗
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
長

エ
イ
ジ
フ
リ
ー
社
会
に
お
け
る

雇
用
の
課
題

労労
働働
市市
場場
にに
おお
けけ
るる
大大
きき

なな
環環
境境
変変
化化

日
本
の
労
働
市
場
に
お
い
て
大
き
な
環

境
変
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
戦
後
継
続
し
て

き
た
過
剰
な
労
働
力
供
給
に
よ
る
買
い
手

市
場
か
ら
、
売
り
手
市
場
へ
の
転
換
が
進

む
可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
、
産
業
の
成
熟
化
、
経
済

の
国
際
化
、
旧
社
会
主
義
諸
国
の
市
場
経

済
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
入
等
に
よ
り
、
戦
後

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
生
産
か
ら
創
造

性
・
独
創
性
が
要
求
さ
れ
る
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
型
へ
の
転
換
、
量
的
労
働
か
ら
質

的
労
働
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

１
９
９
０
年
代
後
半
の
金
融
危
機
以
降
、

政
府
の
政
策
や
企
業
経
営
・
人
事
管
理
に

お
い
て
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
、
労
働

市
場
分
野
お
よ
び
労
働
基
準
分
野
に
お
け

る
規
制
緩
和
、
人
員
整
理
を
伴
う
リ
ス
ト

ラ
が
行
な
わ
れ
、
長
期
雇
用
や
年
功
賃
金

の
見
直
し
が
進
み
、
個
別
人
事
管
理
や
成

果
主
義
賃
金
の
導
入
が
広
が
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
最
近
に
な
っ
て
非
典
型
雇
用

労
働
者
の
増
大
や
高
齢
化
に
伴
う
所
得
の

二
極
化
や
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
っ

た
人
々
に
対
す
る
認
識
が
強
ま
り
、
格
差

社
会
へ
の
不
安
が
拡
大
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
社
会
を
支
え
る
側
と
社
会
に
支
え
ら

れ
る
側
の
人
口
バ
ラ
ン
ス
が
急
速
に
後
者

に
傾
き
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
年
金

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障
に
対
す
る
将 ●

金
属
労
協
労
働
政
策
局
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社
会
及
び
地
域
的
統
合
の
強
化
―
完
全
雇

用
、
仕
事
の
質
と
生
産
性
の
改
善
及
び
社

会
・
地
域
の
統
合
の
強
化
を
目
的
と
し
た

政
策
の
実
施
と
し
て
い
る
。
雇
用
に
関
す

る
目
標
も
従
来
の
失
業
率
か
ら
就
業
率
へ

と
変
更
し
て
い
る
。

今今
後後
のの
日日
本本
のの
労労
働働
市市
場場

にに
おお
けけ
るる
重重
要要
課課
題題

今
後
の
日
本
の
労
働
市
場
を
展
望
す
る

に
あ
た
り
、
重
要
な
課
題
は
、
就
業
能
力

開
発
と
就
業
能
力
に
対
応
す
る
均
等
な
雇

用
機
会
の
提
供
、
仕
事
に
見
合
っ
た
処
遇

の
確
保
の
課
題
で
あ
る
。

就
業
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
、
戦
後
の

わ
が
国
に
お
い
て
は
企
業
が
そ
の
役
割
を

担
い
、
２
０
０
６
年
７
月
に
労
働
政
策
審

議
会
よ
り
答
申
さ
れ
た
「
職
業
能
力
開
発

基
本
計
画
（
案
）」
に
お
い
て
も
、「
労
働

者
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業
能
力
開

発
に
関
し
て
は
、
事
業
活
動
の
主
体
で
あ

る
企
業
が
事
業
運
営
上
不
可
欠
な
も
の
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
内
閣
府
が

実
施
し
た
「
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
お
い
て
、

生
産
性
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
人
材
育

実
、
雇
用
移
動
が
不
利
に
な
ら
な
い
た
め

の
社
会
的
な
能
力
評
価
基
準
に
基
づ
く
賃

金
・
労
働
条
件
の
確
立
、
60
歳
以
降
の
就

労
確
保
を
掲
げ
て
き
た
。
こ
の
間
の
雇
用

情
勢
が
厳
し
い
時
期
に
は
、
自
分
の
退
職

後
の
雇
用
よ
り
子
供
の
雇
用
を
と
の
指
摘

も
あ
っ
た
。
60
歳
以
降
の
就
労
確
保
の
取

り
組
み
は
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
繰
り

下
げ
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
社

会
の
特
定
階
層
に
対
す
る
施
策
だ
け
で
は
、

今
の
日
本
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
解
決
に

は
至
ら
ず
、
社
会
全
体
に
対
応
し
た
包
括

的
な
政
策
と
そ
の
実
現
こ
そ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
の
政
策
を
み
て
も
、
日
本
の
現
状

を
見
て
も
、
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
社
会
に
お
い

て
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
の
観
点
の

み
な
ら
ず
、
性
や
年
齢
な
ど
に
か
か
わ
ら

ず
均
等
な
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
こ

そ
重
要
で
あ
り
、
そ
の
立
場
で
、「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
な
長
期
安
定
雇
用
」
を
基
本
と
し
て

の
雇
用
シ
ス
テ
ム
確
立
と
い
う
、
第
２
次

賃
金
・
労
働
政
策
の
具
体
的
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

期
安
定
雇
用
の
確
立
」
と
「
複
線
型
処
遇

制
度
」
の
導
入
を
柱
と
す
る
第
１
次
賃

金
・
労
働
政
策
を
１
９
９
７
年
大
会
で
確

認
し
、
情
勢
の
変
化
を
織
り
込
み
つ
つ
、

２
０
０
４
年
に
第
２
次
賃
金
・
労
働
政
策

を
大
会
決
定
し
た
。

諸
外
国
に
目
を
移
せ
ば
、
市
場
経
済
化

が
進
ん
だ
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
社
会

的
格
差
の
拡
大
な
ど
集
団
の
欠
如
ゆ
え
の

機
能
不
全
や
個
別
的
ゆ
え
の
経
済
的
非
効

率
が
認
識
さ
れ
始
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
日
本
ほ
ど
急
激
で
は
な
い
も
の

の
、
少
子
高
齢
化
に
お
い
て
も
先
行
し
て

い
る
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
に
お
い
て
は
、

２
０
０
０
年
の
リ
ス
ボ
ン
理
事
会
（
通
称

リ
ス
ボ
ン
雇
用
サ
ミ
ッ
ト
）
に
お
い
て

「
フ
ル
就
業
」
と
い
う
目
標
を
設
定
し
、
こ

の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
①
就
業
能

力
②
企
業
家
精
神
③
適
応
能
力
④
機
会
均

等
の
４
つ
の
柱
を
策
定
し
て
い
る
。
２
０

０
５
年
７
月
に
採
択
さ
れ
た
雇
用
政
策
指

針
で
は
、
包
括
的
経
済
政
策
指
針
と
雇
用

指
針
が
事
実
上
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
成
長
と
雇
用
の
た
め
の
行
動
計
画
」
に
一

本
化
さ
れ
た
。
そ
の
基
本
目
標
は
、
フ
ル

就
業
、
仕
事
の
質
お
よ
び
生
産
性
の
向
上
、

成
に
お
い
て
ど
う
い
っ
た
層
を
重
視
す
る

か
と
い
う
質
問
の
結
果
を
み
る
と
、
現
場

の
リ
ー
ダ
ー
、
監
督
者
や
現
場
の
正
規
雇

用
者
、
現
場
責
任
者
の
順
に
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
現
場
の
非
正
規
雇
用
者

の
人
材
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
回
答

は
極
め
て
少
な
い
。
正
規
雇
用
者
と
非
正

規
雇
用
者
の
仕
事
内
容
が
異
な
る
た
め
職

業
教
育
訓
練
の
必
要
性
が
異
な
っ
て
い
る

可
能
性
は
あ
る
こ
と
な
ど
に
も
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
の
、
企
業
は
非
正
規
雇

用
者
の
人
材
育
成
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い

な
い
と
い
う
傾
向
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
現
状
に
お
い
て
は
、
機
会
均
等
の
観

点
か
ら
、
若
年
層
に
広
が
っ
て
い
る
非
典

型
労
働
者
へ
の
職
業
能
力
訓
練
と
適
切
な

処
遇
を
伴
っ
た
雇
用
機
会
の
提
供
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ヒヒ
ュュ
ーー
ママ
ンン
なな
長長
期期
安安
定定

雇雇
用用
をを
基基
本本
とと
しし
たた
雇雇
用用

シシ
スス
テテ
ムム
のの
確確
立立
をを

金
属
労
協
は
、
第
１
次
お
よ
び
第
２
次

賃
金
・
労
働
政
策
の
中
で
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

な
長
期
安
定
雇
用
」
を
基
本
と
し
て
雇
用

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、
企
業
内
教

育
や
社
会
的
な
能
力
開
発
シ
ス
テ
ム
の
充


